
平成 16 年度高次脳機能障害支援モデル事業 年次報告 

（広島県） 
１．支援拠点施設の活動 
 平成 16 年度も，広島県立身体障害者リハビリテーションセンター（以下，広島県リハセンター）

が，拠点施設として高次脳機能障害者の診療・支援を実施した．拠点施設業務は，モデル事業に

参加した平成 14 年度からの体制を継続したものであるが，以下の点において新たな成果を得た． 
（１）受け入れ実績の増加 
表１および図１に示したように，平成１４年度以降患者数が漸増しており，現体制（医師１名，

コーディネーター２名，心理士１名，作業療法士，言語療法士）では，受け入れ患者数に限界が

感じられる状況に達した．図２A,B のように，受け入れ患者の地域分布は大都市圏を中心に県内

全域から受診しており，県リハセンターの拠点機能が周知されてきたと考えられる． 
（２）診療内容の標準化 
 図３のように，外来診療部門（相談，診断・評価，リハビリテーション）の流れが確立し，受

診者に対して均一なサービス提供が可能になった． 
 
表１＆図 1：広島県リハセンターにおける高次脳機能障害者診療実績(件数) 
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図２：受け入れ患者の地域分布 

自治体別相談件数（H１６．１０．１～Ｈ１６．１２．３１）

75 29 19 16 109 8 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談件数

広島市 呉市 東広島市福山市 千代田市坂町 世羅町 竹原市 因島市

三原市 廿日市市府中町 尾道市 三次市 熊野町 戸河内町安芸津町黒瀬町

安芸高田市海田町 倉橋町 河内町 安浦町 神石高原町東城町 高野町

自治体別相談件数（H１６．１０．１～Ｈ１６．１２．３１）

75 29 19 16 109 8 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談件数

広島市 呉市 東広島市福山市 千代田市坂町 世羅町 竹原市 因島市

三原市 廿日市市府中町 尾道市 三次市 熊野町 戸河内町安芸津町黒瀬町

安芸高田市海田町 倉橋町 河内町 安浦町 神石高原町東城町 高野町

県別相談件数（H１６．１０．１～Ｈ１６．１２．３１）

79%

13%

5%
2% 1%

広島県内

山口県

岡山県

愛媛県

高知県

千葉県

カナダ

県別相談件数（H１６．１０．１～Ｈ１６．１２．３１）

79%

13%

5%
2% 1%

広島県内

山口県

岡山県

愛媛県

高知県

千葉県

カナダ

広島県内

山口県

岡山県

愛媛県

高知県

千葉県

カナダ

- 77 - 



図３： 広島県立身体障害者リハビリテーションセンターにおける標準的支援 
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２．県内事業の推進 

 平成１５年度までに実施された広島県高次脳機能障害支援モデル事業の事業報告書において，提言

として「今後の事業展開の方向性について(提言)」を示した．従って，平成１６年度モデル事業の事

業展開は，この提言に示された諸課題の解決に向けた取り組みを行った． 

（１）広島県高次脳機能障害支援対策整備推進委員会の設置 

   委員会活動を円滑に実施するため，次のとおり広島県高次脳機能障害支援対策整備推進委員会

に企画部会を設置し，包括的な支援策について検討した． 

（２）広島県高次脳機能障害相談体制整備連絡協議会の設置 

   広島県内全域に高次脳機能障害支援体制を整備していくためには，適切な地域規模での支援体

制づくりを進めていく必要があることから，2次医療圏における高次脳機能障害対策の拠点に

なり得る関係機関等に協力を依頼して「広島県高次脳機能障害相談・支援体制整備連絡協議会」

を設置した．  

（３）地域生活支援及び社会復帰支援のノウハウを開発するための業務委託 

   高次脳機能障害者の地域生活や社会復帰に向けた支援のため，広島脳外傷友の会シェイキング

ハンズに対し，高次脳機能障害者の地域生活や社会復帰に向けた支援ノウハウの開発等の業務

委託を行った． 

（４）教育・啓発活動 
① 平成 16 年 11 月 23 日，平成 16 年度広島県高次脳機能障害研修会 

「高次脳機能障害のリハビリテーション」川崎医科大教授 椿原彰夫先生 
② 平成 16 年 12 月 18 日，平成 16 年度高次脳機能障害研修会 

「高次脳機能障害患者の看護の実際」神奈川リハ病院看護師長 小林美佐子先生 
「高次脳機能機能障害患者とその家族の看護」広島大学教授 森山美智子先生 

③ 平成 17 年 2 月 17 日，広島県高次脳機能障害専門セミナー 
「高次脳機能障害の診断と評価」慶応義塾大学助教授 加藤元一郎先生 

④ 平成 17 年 3 月 6 日，広島県作業療法士研修会 
「高次脳機能障害概論」広島大学教授 清水一先生 

 
３．今後の方向性 
 平成１８年度からの一般施策化にむけて，モデル事業の成果を継続する観点から，以下

の対策を検討する必要がある．（図 4 参照） 
（１） 高次脳機能支援センターを設立し，専門診療科・病棟・スタッフを配置する． 
（２） 県内ネットワークの構築のため， 2 次医療圏に１ヶ所程度，相談窓口を開設し，

高次脳機能支援センターの機能を補完する． 
（３） 高次脳機能障害者作業所の開設 

当事者団体による施設運営を支援する． 
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図４：高次脳機能障害支援事業展開イメージ図 
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